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内容・カリキュラム

製造・建設・運輸
卸・小売
情報通信
サービス

若手社員
中堅社員
管理・監督者
経営者・経営幹部

●
●

業　　種 受講階層

研 修 の ね ら い
若手社員の特性上、思っていても声にできない若者が多いのが
現状です。本研修では、グループディスカッションを中心に、潜在
的な思考力を「企画」「提案」「実行」の順にわかりやすく学びます。

　  月　    日（火）16
～ （休憩含む）
２

時間
円（税込）／１名様

令和９年

テクノサポート岡山
会場

研  修 時 間

開  催 形 式

受   講    料

開   催   日

受  講 場 所

開  催 時 間
１ 今、なぜ企画力・提案力・実行力が必要か？　

今、企業を取り巻く環境
－  10 年後・20 年後・30 年後の日本は
会社繁栄のために、「自分の給料×２倍＋αの付加価値」を生み出そう
改善は永遠に（現状維持＝後退＝衰退）

・

・
・

２ 企画力とは？　
企画（力）のステップ
「テーマ設定～対策立案（＝Plan）」をやってみよう
私の困りごとピックアップ（複数の場合は、優先順位づけ・最優先テーマは）
私の困りごとがどうなっていたい？（現状と目標）
攻めどころは見えているか？攻めどころをさらに分解しよう
－  なぜ起こっている？なぜできない？なぜ上手くいかない？　
要因を絞り込もう（優先順位１～３コ）
－  問題の本質（急所）が見えているか？
優先順位１の要因を解決する対策を考えよう（あれもこれも）
あれもこれもの対策の中から、優先順位高いものを絞り込もう（１～３コ）
全体を整理してみよう（アウトプット：課題解決企画書）

・
・
・
・
・

・

・
・
・

３ 若手社員の提案力と実行力を発揮しよう

６
９:30   16:15

9,900

実行遂行力強化

若手社員の「企画力・提案力・実行力」向上講座
仕掛ける力を学ぶ！
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製造・建設・運輸
卸・小売
情報通信
サービス

若手社員
中堅社員
管理・監督者
経営者・経営幹部

●
●

●
業　　種 受講階層

研 修 の ね ら い
会社という仕組みの理解に基づいた会計のロジックを学び、その
ロジックに基づいて重要な会計処理の本質を身につけます。さらに
貸借対照表・損益計算書の読み方を学び、これらを踏まえて財務分
析の基本である収益性分析と安全性分析に挑戦します。

　  月　    日（月）25
～ （休憩含む）
１

時間
円（税込）／１名様

令和９年

テクノサポート岡山
会場

研  修 時 間

開  催 形 式

受   講    料

開   催   日

受  講 場 所

開  催 時 間
１ そもそも会社と会計の関係とは？

そもそも会社とは？
そもそも会計とは？

・
・

２ 複式簿記を完全に理解する
資産、負債、純資産とは？
貸借対照表と損益計算書の関係とは？

・
・

６
９:30   16:15

9,900

経営力強化

３ 知っておきたい会計のルール
会社の仕組みから理解する会計のルール
－ いつ売上を上げるのか？
－ 取得原価主義とは？
押さえておきたい会計処理
－ 売上・売上原価・棚卸資産
－ 引当金
－ 減価償却

・

・

●
●

製造・建設・運輸
卸・小売
情報通信
サービス

若手社員
中堅社員
管理・監督者
経営者・経営幹部

●
●

●
業　　種 受講階層

研 修 の ね ら い
5Sのルールを守りやすくする工夫、守りたくなる手法や破られない仕
掛けを事例から掴み取ります。さらに、失敗しそうな兆候や対策を会得
し、5S定着化とレベルアップに弾みをつけます。5S定着化で作業性向
上やコストダウン効果が期待できます。

　  月　    日（水）３
～ （休憩含む）
２

時間
円（税込）／１名様

令和９年

テクノサポート岡山
会場

研  修 時 間

開  催 形 式

受   講    料

開   催   日

受  講 場 所

開  催 時 間

６
９:30   16:15

9,900

実行遂行力強化

●
●

●

４ 決算書の見方を学び、分析にチャレンジしてみよう
●
●

まずは上司に提案してみよう（まずは、一歩踏み出そう）・

決算書の読み方と使い方講座
数字が苦手の人でもすらすらわかる！

１ 定置管理の基本と実践方法
定置管理とは何か
－  整理整頓が出来ており、「見える化」で管理された状態
チョイ置きの防ぎ方

・

・

２ 清掃の定着化
清掃を作業と考える
清掃にも方法や道具の改善が必要
チェックシートの活用

・
・
・

３ 5Sパトロールによる定着化
定点カメラ撮影の方法
誰が、いつ、どのように行うか
フィードバックの「方法」と「コツ」

・
・
・

６ まとめ

４ まとめ

●
● ●

5S で職場革命！定着させる仕組みづくり講座
毎日の積み重ね　職場の未来を輝かせよう！

●
● ●

４ 会社組織からの定着化方法
経営者がすべきこと
管理、推進者がすべきこと
生産管理者がすべきこと

・
・
・

５ QCDに役立つ5S改善が更なる改善
5S 改善による不良防止・原価低減・納期短縮の事例・

そもそも「会社とは何か」とは考えたこともなかった
ので、講座にでそこからアプローチを図ってもらえ
たのは良かった。意味や背景までじっくり知ること
ができて、理解しやすかった。実務に活かせる内容だ
と感じた。分析も会社でやってみようと思う。

自分の会社の5Sが、どれだけ定着できていないかな
ど問題点が見えた。改善の方法を学ぶことができ、こ
れから活かしていきたい。

若手に捉われず、気になったことは「やってみる」こ
とが大切だと改めて理解できた。今回学んだ「力」を
役立て、職場をより良いものとし、会社にとって自分
自身の付加価値が何倍にもなるよう取り組みたい。
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内容・カリキュラム

５ まとめ

C
119

内容・カリキュラム

他社の受講生との意見交換を通じて
自社の立ち位置を客観的に把握し、

井の中の蛙にならず、
より広い視野と新たな刺激を

得てほしい。

外部の刺激

生成AIなどの新技術を、
「まずは活用してみる」
という前向きな姿勢を
身につけてほしい。

新技術への挑戦

明日の業務ですぐに試せる
具体的な改善策を学び、
現場のやり方を

　　より良く変えてくれることを期待。

現場での実践

言われたことだけでなく、
自ら考えて動く

「当事者意識」を持って、
接客やサービスに取り組んでほしい。

自分で考える力

デジタル技術の習得 生産性の向上女性シニアの活躍 「人」の付加価値向上 生産性の向上
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